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身近な課題や制度について
専門家が解説

福考
を祉

える

知ってほしい  きょうだい児
全国きょうだいの会副会長　藤木和子

　「きょうだい児」とは、障害や病気の子どもの「きょうだい（兄弟姉妹）」のことです。
　障害や病気の種類、障害者手帳や診断の有無、生まれつきか中途かは問いません。
　「きょうだい児」には、「障害のある子や親を助ける立場」、「やさしい」というイメージがあり
がちですが、誰にも言えずに傷付いていたり、切実な悩みを抱えたりして、助けが必要な時も
あります。しかし、まだ社会の認知や対応は進んでいません。

　「親は半生、きょうだいは一生」の言葉の通り、大人になっても悩みや問題は続きます。進路選択・就職、恋愛・結婚
等において、「自分の人生か？実家の家族か？」という問題に直面する人も多いです。特に、親の高齢化、親なき後の
問題は深刻です。
　全国きょうだいの会が実施した「障がいのある人のきょうだいに関するアンケート調査報告書」では、きょうだい児
から次のような声が寄せられています。

きょうだい児が抱える問題

「兄・姉・弟・妹という立場、障害・病気の有無は関係なく、ひとりの子ども、ひとりの人間として見てほしい」
「きょうだいも障害のある人もそれぞれ“自立”して自分の道を歩むのを基本にしたい」

きょうだい児への配慮と働きかけ
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ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
を
通
じ
た

学
生
の
成
長
を
応
援

　聖
学
院
大
学
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
は
じ
め
、子
育
て
支
援
、障
害

者
支
援
な
ど
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、そ
の
学
生
た
ち

を
支
え
て
い
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ディ

ネ
ー
タ
ー
が
、学
生
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、活
動
を
通
じ
て
の
成
長
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

さまざまな団体のキラリとした活動を紹介

聖
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
上
尾
市
）

　
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
基
づ

く
教
育
を
実
践
し
て
い
る
聖
学

院
大
学
は
、も
と
も
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
な
風
土
が

あ
り
、大
学
側
も
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
ま
し
た
。東
日
本
大
震

災
の
直
後
、多
く
の
学
生
か
ら

「
被
災
地
ま
で
復
興
支
援
に
行
き

た
い
」と
い
う
声
が
上
が
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
を
さ
ら
に
強
化
す

る
た
め
に「
聖
学
院
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
以

下
、セ
ン
タ
ー
）」を
翌
年
４
月
に

設
立
。現
在
、３
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以
下
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
主
な
役
割
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
諸

団
体
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。

地
域
の
市
民
活
動
団
体
や
福
祉

施
設
、行
政
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
の
情
報
を
学
生
に
発
信

し
て
、双
方
を
つ
な
ぎ
ま
す
。な

か
な
か
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
学

生
の
背
中
を
押
す
の
も
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
で
す
。

　
ま
た
、学
生
か
ら「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
つ
く
り
た
い
」と

い
う
相
談
を
受
け
た
際
は
、立
ち

上
げ
と
運
営
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に「
学
生
サ
ポ
ー
ト
メ
ン

バ
ー（
通
称
サ
ポ
メ
ン
！
）養
成
講

座
」を
年
１
回
開
催
す
る
な
ど
人

材
育
成
も
担
っ
て
い
ま
す
。コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
数
井
美
由
紀
さ

ん
は「
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
学

生
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
運
営
し

て
い
る
こ
と
」だ
と
話
し
ま
す
。

「
サ
ポ
メ
ン
！
は
、学
生
目
線
を
活

か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
り
、活
動

の
活
性
化
の
た
め
の
企
画
・
運
営

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
」。

　
セ
ン
タ
ー
は
活
動
資
金
の
支

援
も
担
っ
て
い
ま
す
。毎
年
、大

学
の
同
窓
会
か
ら
支
援
を
受
け

て「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・ま
ち
づ
く
り

活
動
助
成
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、公
開
審
査
会
に
は
上
尾

市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、地
域

の
方
々
も
審
査
員
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。「
助
成
金
申
請
を

通
し
て
、学
生
と
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
り
、

プ
レ
ゼ
ン
力
を
磨
く
こ
と
が
で

き
た
り
し
ま
し
た
」（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
原
一
織
さ
ん
）。　
　

　
セ
ン
タ
ー
で
は
主
な
事
業
と

し
て
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

活
動
を
継
続
的
に
展
開
し
て
き

ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
主

に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
被
災

地
と
の
交
流
事
業
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
て

10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。数
井
さ
ん

は
学
生
に
と
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が「
地
域
課
題
に
気
付
き
、

そ
の
解
決
を
考
え
る
貴
重
な
機

会
に
な
っ
て
い
る
」と
考
え
て
い

ま
す
。例
え
ば
子
ど
も
と
楽
し
く

遊
ぶ
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
子

育
て
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
学
生
た
ち
が
、背
景
に
あ
る

母
親
の
孤
立
に
気
付
き
、地
域
の

課
題
と
し
て
捉
え
た
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
は
学
校
の
授
業
で
は
得
ら

れ
な
い
学
び
が
あ
り
、セ
ン
タ
ー

で
は
一
人
一
人
の
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
大
き
く

成
長
で
き
る
よ
う
に
常
に
寄
り

添
い
、活
動
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ボランティアの“ボラ”に掛けて魚のボラの被り物を作成し、オンライン活動の雰囲
気づくりに役立てています。

聖学院大学ボランティア活動支援センターのボランティアコーディネー
ター。写真左から原一織さんと数井美由紀さん。

プレイパークのお祭りにブース出展し、地域の子どもたちと交
流する学生。ボランティア活動に取り組むことで自分が役に
立っていることを実感し、自信をつけて、大きく成長していきます。

いおり

地
域
課
題
に
気
付
く

貴
重
な
機
会

「親や障害のある弟を助けてあげてねってどういうこと？私のことは誰が助けてくれる？見てないで助けて！」
「障害に関係ある仕事を選ぶべき？実家を出るのは家族を見捨てたと責められること？」
「友人や恋人に弟の障害のことを話したいけれど、相手やその家族の反応が不安！」
「親がいなくなったら弟はどうなるの？親とはなかなか話せない…！」

　きょうだい児は、このように感じています。
　親は障害のある子を育てるのに精一杯なことが多いので、周囲
の大人の方々が気にかけていることを伝え、まずは寄り添った支
援をしてください。もちろん、一人一人状況も気持ちも違いますの
で、本人が直接話をしたがらない場合は、きょうだいの会という当
事者の集まりやWebサイトがあることの紹介にとどめて、好きなこ
との話などをしても良いと思います。多くの方がきょうだい児の存
在や悩みを知り、気づいてくださることが、きょうだい児支援の第
一歩だと思います。

全国きょうだいの会の
ホームページ

シブコト
（きょうだいのサイト）

掲載広告募集中！お問い合わせは地域連携課まで　TEL：048-822-1248

障がいのある人のきょうだい
に関するアンケート調査
概要・報告はこちら


